












































NATIONAL〈 IR 〉FRAMEWORK 』、『 BASIS FOR 
CONCLUSION』（結論の基礎）、『SUMMARY OF SIG-
NIFICANT ISSUES』（重要な論点の要約）の３冊で、












































　現在では WEB で公表されている Baxter 社の環境財務











　1996年度の Baxter 社の EFS は、今日に至るまで必要に
応じて改善が加えられている。
⑵　節約と回避コストモデル図




























































節約と利益 回避コスト 財務総合計 効　果
オゾン層破壊物質コスト節減 10,143 4,167 14,310
有害廃棄物－処理コストの節減 1,565 － 1,565
有害廃棄物－材料コストの節減 4,455 － 4,455
無害廃棄物－処理コストの節減 220 1,465 1,685
無害廃棄物－材料コストの節減 180,716 180,716
リサイクル利益 6,933 6,933
省エネルギーコスト節減 （261,662） 150,327 （111,355）
包装コストの節減 （1,899,006） 1,982,042 83,036
経営者責任保障 7,845 － 7,845
トータル回避コスト （1,948,791） 2,138,001 189,210
（－：適用なし）
図表－６　環境利益、節約と回避コストの明細
























に向け、Baxter 社の EFS を取り挙げて環境管理会計情報
の価値情報の創造の可能性を探索・検討を行った。
　企業の環境経営の取組みをコストと利益で見た場合の情
報の提示として、Baxter 社の社の EFS は継続的な開示情
報を詳細に明示するものとして、環境管理会計情報の開示
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